
スギモク の 卵 害IJにおける

皮部細胞質分 化 の役割

1-1ーl 沢信 午子

s. NAKAZAWA・ Roleof the cortical cytoplatiJ11 c1iffer-
entiation in th巴じleavingCoccoρhor.α巴gg沿

さき!こ私は Coccoρhoraの卵の原形質分離{知ζついて報告し，そのなか

で卵のとがった部分および第 11l.!1卵剖の亦道十g:部域でとく lζ原形質分離がお

乙りやすいと とをのべた (NAKAZAWA， 1960a)，。 そのとき， とがった部分で

分離がおきやすいのは，原形町にイ:.j.:f支の減少がおとる場合に，とがった部分

はそれだけ表面エネノレギーが刊し、から，その突出をより小さくする方向に分

附するのがもっとも能不がよく，その結以として突出したととろでまず原形

質が分離するのだと理解した。乙の理論は一般に細胞の角のととろから分離

が生じやすいという多くの実例とも一致し，今なお私の立場として変りがな

い。つぎに第1回卵;叫において亦道'出'の部分でも原形到分離がおとりやすい

ととについてはつぎのように説明された。核分裂の終期において}/状体の占

める領域をしらべてみると，ちょうどj赤道怖:のと乙ろはその領域をはずれて

いる。他);において民状休は原形自のグノレ，その外はゾノレからなり立ってい

る乙 とがしられているから，L15長液によって原形質がちぢむときにはゾノレの

部分が品もちぢみの能率がよい。結果として赤道祁-のと乙ろでいちはやく原

形質分断があらわれる。 しかし，のちに私はとの説明ではjmwできない現象
[とぶつかったので，さきの説明をあらため，新しい説を拠出したい。

材料と方法

1960年 4月，r長虫臨海実験所の近くからとったスギモクCoccoρhora
Langsdor fiiを培技し人工受付してから却 1回卵割がお乙るまでの各段階に

ついて実験した。まずさきに報告した原形質分離のパターγをたしかめるた

めにくり返して問機のテス トをした。 卵を 2~3 7商の正常海水と j ~ 1ζ スライ

1: グラスに と り ， カ パー しないでそのまま刷微鋭でしらべる。もちろん原ll~

1'i分離していない。つぎにそのスラ イドグラスを動かさないようにそのまま
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対物レジズの下[乙放告すると，水分の蒸発によって海水が濃縮され，原形質

分離がお乙る。乙れ(C1 i肉の正常海水を加えると原形質分離は復帰し， しば
らくしてまた分断する。 ζ うして何回も同ーの卵についてくり返した実験を

することができる。新鮮な正常の卵を空気ターピ γ式i4i心器lこよって重力の

約25，000倍のiii心力で趨述心して卵内本を肘状に分脈し，乙ういう卵をささ

と同様lζ原形質分離させてみる。

結果と論議

日張海水のなかで受精直後の卵で・はJ!li全体が不規則[ζ収縮し原形質分離

はおとらない。とれは細胞膜!とまだセノレロ ーズが蓄積しないために股がやわ

らかで，原形質の収縮にともなってしわをつくるためである(図 1Bl，。受精

後卵が一端のややとがった卵形にかわる(図 1Cl。 乙のときにはとがった部

分からまず原形質分離がおとるのは以前の報告とおなじである。第 1巨|核分

裂がおとり，赤道'iI¥・が決定すると原形質

分離はとがった部分と赤道符:とで同時に

おこる(図 1F， 2 B1。 つぎに卵を起遠心

すると返心力のかかった万向lこ応じて卵

の長!¥iUIと種々の角度に内容物の用状化が

あらわれる。 求心端lζは脂質いわゆる

図 1.

A，受精直後の卵。B，受精直後

の卵をE主張海水!といれて原形質収

紛がおこったところ。 C，受給に

j立形王室勤がおこっ?ご卵。 D，向上

の卵J)原形質分雌ιE，核分裂I白

後。 F，I司」の原形質分航。
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図2. m 1 fi11，f亥分裂直後の卵
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A，正常の卵。 B，正常卵の原形質分

離。 C，予定{反根極にIJiJ質が遠心分離
されたもの。D，同上の原形質分離。
一、印で示した部分はゼワーl留の内SE，
p印の部分が~II胸膜であることに注

む。 D の下~'ffijのように I両者がほ と んど

tifして?、るところもめる。
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oiI cap，自由水の脳，ついでプラスチドと核，それから透明な細胞質が遠心

端までつづく。との透明な部域は卵を低張治水につけるととによってさらに

ふたつの)';Illこ区別される。プラスチド肘に近いJ111分はイ氏張潟水のなかでもい

ぜんとして透明であるが%心焔に近いfllilでは水を吸収して灰色になった粒

子の府からなっているのがわかる (NAlCAZAWA，1960b)。 これらのJi?i状化は

だいたいにおいて LEVHINC(1952)， WHlTAKER (1940)， KNAPP (1931)などの

実験と一致している。

さて重要なのはsIJの内容をいかに遠心力lζよって分けてみても，それに

よっては原形質分離のパターシが影響されない乙とである。たとえば図 2C

は卵の頂端方向にiiE心力が作用して脂質がとがった部分にあつめられたもの

である。 したがって核はそれぞれプラスチド層内にj型もれてあり，星状体な

どはすでに倣壊されている。にもかかわらず図 2Dのようにこの卵の原形賢一

分離はやはり卵の赤道，lWの部分およびとがった部分であらわれる。のみなら

ず卵割問も正常の位置に形成される。遠心力が卯の長]1411IC対して垂直tcはた

らく と仮11方IC脂質，それからプラスチドと核とが分附してくる。 したがって

赤道帯のある部分は脂質，その反対似11は灰色位子のhすからなると とになる。

にもかかわらず原形質分離はやはり赤道'市のと乙ろからお乙る傾向をもって

いる。 ζの奇i実は原形質分離のパターγが*11I1J包自のゾノレとグノレの分布などの

ような内容の配分lCは依存していない乙とを示している。つまり原形質一分離

のパターンはもっぱら遠心力ではよういに動かすととのできない卵の皮部細

胞質のある性質が部域的に分化している乙と Kよって規定されるものと考え

られる。さらに一歩すすめると，亦道帯において新しい細胞膜が形成される

予定位置は星状体やがJ鋭体の位置などによって長初[こは規定されるかもしれ

ないが， しかしのちにはそう い う エジド プラズム の ji~\造から独立した皮部細

胞質の分化としてあらわれるのである。モれがj支部細胞質のどういう分化で

あるか。それはつぎの問)習である。

WARTENBERG (1957， 1960)によると少なくとも Helodeaその他数極の

植物では原形自分雌は細胞膜から原形質l院がはなれるのでなくて，皮部{ζ近

い細胞質仁川こ大きく液!fclが生成するととである。 したがって原形質肢はなお

細胞膜と接しており，また今まで分離して生じたと考えられてきた主所は外

から細胞l伎を通して入った高張液がそ乙にあるのではなく ，原形質内iC分i必

された細胞液で占められていると考えられるロ しかしスギモク卯の場合には
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ζれは適用されないようである。さきにのべたように節 1回核分裂のときに

卵の長車!bl乙対して棋に超述心すると卵の亦道'出;のある部分は求心端になって

脂質府がその位置を占め， 反対側は述心端で灰色粒子J~i からなる。にもかか

わらず ζの両端は対称的lζ同時lζ原形質分断をおこす。乙れをもし WARTEN-

BERGの理論から説明すれば，液胞の形成が脂質，透明白， 灰色松子などの

憎のなかでひとしくおこるという困難におちいる。そうでなく ，この場合lζ

原形質分離は液胞形成などのおとるよりもさらに周辺部の細胞質のある性質

が場所の間数として分化しており，赤道;!日・のと乙ろで細胞膜といちばん離れ

やすいとすればスギモクでは説明がょういである。

エア ・コγプレツサーを拝借した元村勲先生および実験lζ協力を頂いた

木村有香先生と浅虫臨海実験所の皆さまにJ~、謝します。

Summary 

Eggs of Coccoρhora Langsdorfii were巴xperimentecl. A[ler fenilizalion， lhe egg 
is transformecl to an ovate form pointec! towarc!s one巴nc!，then th巴 自rslnuclear 

c!ivision takes place forming spincll巴 parallelwith the lo!H;ituclinal axis. At or later 
than the lelophase， but before actual formation of th巴segmentationwall， lhe plasmo-
lysis occurs at the pointecl 巴nc!which is the presumptivE: rhizoicl pole anc! in the 
equatorial zone (Figs. 1 F， 2 B). If th巴 eggis immersecl in a hypertonic solution 
after its contents were stratifiec! by means of ultracentrifuging at 25，000 tim巴sgravlty 

for five minutes， th巴 plasmolysisappears in the same paltern as in th巴 normalegg. 

H巴nじe，it seems that the tenc!ency in occu rrence of the plasmolysis along th巴equator

is att:-ibutecl not to the arrangement of encloplasmic materials bllt to a じ巴rtainclif-

ferentialion of lhe cortical zon巴 oflh巴 protoplasm which is harclly movable by the 

centrifugal force. 
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